敬惜字紙について（ 2 ） ─『惜字徴験録』と『台湾的惜字亭』の 紹介を中心として─ by 川崎 ミチコ




































































































　述古老人序（頁 1 - 1 行目〜 2 - 2 行目）文末に、
　癸酉年注（7）季冬月中浣龍鳳山述古老人序
　とある。
　更に、叙言（頁 3 - 1 行目〜 4 - 8 行目）文末に
　甲戌年注（8）仲春月淮東又天居士唐光先謹識
　とある。
  ─ 156 ─ 
（　4　）
　以後順に記述されている記事を羅列することにする。








依る。頁 1 - 1 行目〜 3 - 8 行目）
勸惜字紙説（頁 3 - 9 行目〜頁 4 -13行目）
　勸提倡設立惜字會社啓（頁 5 - 1 行目〜 8 - 8 行目）








　文昌帝君惜字功律二十四條（頁35- 1 行目〜37- 1 行目）
　文昌帝君褻字罪律二十九條（頁37- 2 行目〜39- 7 行目）
　宥悔遂報例（頁39- 8 行目〜40- 7 行目）


































































































































































































































































































































































































































































































　 1 ）敬字亭（29）　 2 ）聖蹟亭（15）　 3 ）字爐（14）　 4 ）敬聖亭（13）
　 5 ）聖亭（10）　 6 ）惜字亭（ 8 ）　 7 ）文筆亭（ 4 ）　 8 ）字紙亭（ 3 ）
　 9 ）字亭（ 3 ）　10）惜字爐　11）惜字塔　12）龍亭　13）壇字爐
　14）聖文亭　15）字塔　16）聖蹟台　17）聖爐　18）紙爐　19）賢文
閣　20）文筆閣　21）文星閣　22）頓水亭（10）〜22）までは全て件数





































　注 1  ：「字紙」とは一般的には文字の記された紙の類を言うのであるが、敬惜の対
象となるものは、陶磁器・木板・木牘・布等にまで及ぶ。
　注 2  ：「惜字炉」とは、・敬字亭・聖蹟亭・字紙亭・敬聖亭・惜字亭・文筆亭・文
星閣・文昌亭・惜字宮などと称され、蒐収してきた「字紙」を洗浄し干燥さ
せた後、焚焼するための「炉」である。

















151頁・内表紙・自序 2 頁・目次 7 頁・奥付 1 頁で構成されている。
　注 5 ：酒井忠夫著『中国善書の研究』（弘文堂・1960年 8 月初版）







　　　 『書籍的社会史──中華帝国晩期的書籍与土人文化』（周紹明＜Joseph P. Mc 
Dermott＞著・何朝暉訳・北京大学出版社・2009・頁184・図 7 ）参照。
  ─ 139 ─ 
（　21　）













　第123左 2 行目から 9 行目には「穢溺字紙」、第124右 1 行目から 7 行目には
「惜字獲報」、第124右 8 行目から左 2 行目は「汚字雷撃」、第124左 3 行目か
ら 8 行目には「棄字減壽」が述べられている。
参 2 ：『關聖帝君寶訓像註』
　第15葉右 1 行目から 8 行目には「穢溺字紙」、第15葉左 1 行目から 6 行目に















  ─ 138 ─ 
（　22　）
………313／巻 1 惜字功律………321／巻 2 不惜字罪律………336／巻 3 惜字
眞詮………353／巻 4 惜字眞詮………366／巻 5 惜字神訓彙略………379／巻
6 惜字廣誡彙略………386」となっている。
　『青雲梯』の内容について、第 1 葉左には「咸豐已未孟冬吉旦里人周大鏞鑑
如氏附跋」と文末に記述のある跋文がある。第 5 葉左から第 7 葉右には「文
昌帝君勸敬惜字文」、第 8 葉右から左は「敬字説」、第 9 葉右から第14葉左
6 行目は「惜子良規（慎獨齋主人纂輯）」──第 9 葉右 2 行目から第10葉左
は、「惜字勸善十二則」、第11葉右から左 1 行目は、「惜字宜戒七則」、第11





　『青雲梯』に続く形で附されている『敬字顯報』は第 1 葉右から第 4 葉左 3













参 5 ：「惜字律二種」（辛徳勇著・『中国典籍与文化』2000年第 4 期収載）
参 6 ：『陰隲文註證』
　 本書は、「中華民国14年（1925）春 3 月穀旦」に「佛學推行社」敬誌の善書
である。この書中、第44葉右 8 行目から第45葉右 7 行目に「勿棄字紙」の
文章が載っている。
参 7 ：『改良繪圖宣講集要』（錦章圖書局蔵版・巻 9 ・第33葉左10行目から第








120〜124：表 4 ─ 2 惜字律因果報應禍福對應表；頁125〜127：表 4 ─ 3 惜




  ─ 136 ─ 
